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今年中に建設される予定地

未来へ・希望のまちづくり骨格予算
スタート!!

「町の家計簿」２８年度骨格予算を認定！！
　平成２８年第１回定例会は、３月１０日から２２日までの１３日間の会期で開
かれました。定例会では２８年度各会計予算、２７年度補正予算及び指定管
理者の指定など２９議案を審議し、原案のとおり全会一致で可決しました。
　条例制定及び一部改正の１９議案については、賛成多数で可決しました。
　また、請願１号は全会一致で採択し、国に意見書として提出すること
を決め、請願２号の町議会議場に町旗・国旗の掲揚を求めることについ
ては、賛成多数で採択しました。
　一般質問については、５人の議員が非正規雇用労働者の処遇改善や保
育園の統合などについて活発な議論を展開しました。

本郷東小の放課後児童クラブ建設に着手！！

◆予算額　5,184万円

－放課
後児童

クラブ
の解消

－
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未来へ・希望のまちづくり骨格予算
スタート!!

※ 骨格予算とは
　首長の改選直前に作成することが多い。年間予算として、政策に係る収支を除き、人件費等義務的経費を主体
として必要最小限の収支のみを計上する予算をいう。骨格予算の後に、政策的経費や新規事業を追加する補正予
算を肉付予算と呼んでいる。

平成28年度予算

◆一般会計　45億2,400万円　◆特別会計　25億1,670万円

　　◆水道事業会計　3億7,226万円

総額　74億1,296万円
（前年度対比13.6％減）

子どもたちの未来が光り輝くものに！
さくら保育園の入園式わかば保育園の入園式
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３月定例会

　２８年度から新しく１人の方を委嘱し、今後４人の方に
地域の活性化に活躍していただきます。

　新たに日・祝祭日を加えて運行します。バスで
温泉めぐりもいいですね。

認定農業者及び６０歳以上の農業者に補助率１／３で
限度額３０万円
対象農機具は乗用草刈り機・高所作業車・くろぬり
機・散布機等

　子どもたちを健やかに育み、子どもを産み育て
やすい環境を目指します。

地域おこし協力隊活動事業

子育て支援事業

地域公共交通運行事業

放課後児童健全育成事業
農機具等整備補助事業

１，４１１万円

９５７万円

２，２０２万円

６，４６４万円
４４０万円

　本郷東小学校の学童クラブ施設建設費と既存学童
O-KIDS クラブの管理・委託料を支援いたします。
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（県営事業　町負担１１％）
大江中部地区・・用水路・ため池整備負担　１，６５０万円
大江三郷地区・・ため池整備負担　４８４万円

　中学生のアメリカ・モンタナ州への派遣事業や教師用
指導図書購入など要するものです。

森林所有者等の団体や林業事業体への森林整備
活動に対しての補助事業
補助対象事業は利用間伐、作業道の開設、森林
施業集約化等です。

　国指定左沢楯山城の発掘調査、遺構数値化業務
等に要する経費です。

　平成２５年７月の豪雨災害で崩落した、神通峡
の遊歩道等の復旧工事を今年中に完成を目指し
ます。

　国の文化的景観の選定を受け、重要な建造物の保護・
保全を推進するため改修工事を支援するものです。

森林総合整備事業 農村地域防災減災事業

教育活動維持事業

文化的景観保護推進事業土木施設災害復旧事業

左沢楯山城跡保存整備事業

５３７万円 2,134万円

２，８２２万円

２，７０８万円２，５０７万円

１，４１２万円
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限られた予算を有効  活用！ 町を元気に！！
さらに積極予算を！！ わかりやすい予算の仕組み

３月定例会

町税
7億4,641万円(16.4%）
町税
7億4,641万円(16.4%）

町民税
3億1,429万円
(42.1%）

町民税
3億1,429万円
(42.1%）

地方譲与税
5,700万円(1.3%）
地方譲与税
5,700万円(1.3%）

各種交付金
1億3,490万円(3.0%）
各種交付金
1億3,490万円(3.0%）

その他
1億3,388万円(2.9%）
その他
1億3,388万円(2.9%）

国庫支出金
3億1,629万円(7.0%）
国庫支出金
3億1,629万円(7.0%）

繰入金
1億3,366万円
(3.0%）

繰入金
1億3,366万円
(3.0%）

繰越金
3,000万円
(0.7%）

繰越金
3,000万円
(0.7%）

町債
4億9,000万円
(10.8%）

町債
4億9,000万円
(10.8%）

県支出金
3億4,686万円
(7.7%）

県支出金
3億4,686万円
(7.7%）

地方交付税
21億3,500万円
(47.2%）

地方交付税
21億3,500万円
(47.2%）

議会運営に
8,696万円(1.9%）
議会運営に
8,696万円(1.9%）

災害復旧に
2,511万円(0.6%）
災害復旧に
2,511万円(0.6%）

その他
3,234万円(0.7%）
その他
3,234万円(0.7%）

行政運営に
6億6,671万円
(14.7%）

行政運営に
6億6,671万円
(14.7%）

社会福祉に
11億4,709万円(25.4%）
社会福祉に
11億4,709万円(25.4%）

ゴミ処理・検診に
2億2,234万円(4.9%）
ゴミ処理・検診に
2億2,234万円(4.9%）

労働費
904万円(0.2%）
労働費
904万円(0.2%）

商工業・観光の振興に
6,274万円(1.4%）
商工業・観光の振興に
6,274万円(1.4%）

農林水産業の
振興に
3億7,530万円
(8.3%）

農林水産業の
振興に
3億7,530万円
(8.3%）

歳入
45億2,400万円45億2,400万円45億2,400万円45億2,400万円

町税の内訳
7億4,641万円7億4,641万円7億4,641万円7億4,641万円

歳出
45億2,400万円45億2,400万円45億2,400万円45億2,400万円

道路整備・除雪に
5億1,437万円(11.4%）
道路整備・除雪に
5億1,437万円(11.4%）

消防・水防に
1億9,123万円
(4.2%）

消防・水防に
1億9,123万円
(4.2%）

借金の返済に
4億5,310万円
(10.0%）

借金の返済に
4億5,310万円
(10.0%）

学校・スポーツなどに
7億3,767万円(16.3%）
学校・スポーツなどに
7億3,767万円(16.3%）

固定資産税
3億4,207万円
(45.8%）

固定資産税
3億4,207万円
(45.8%）

軽自動車税
2,704万円
(3.6%）

軽自動車税
2,704万円
(3.6%）

町たばこ税
4,458万円
(6.0%）

町たばこ税
4,458万円
(6.0%）

入湯税
45万円
(0.1%）

入湯税
45万円
(0.1%）

都市計画税
1,798万円
(2.4%）

都市計画税
1,798万円
(2.4%）

繰越金、分担金、負担金使用料、
手数料、財産収入…等

地方消費税、地方特例、
自動車取得税、利子割…等

一般会計（骨格）予算の内訳
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限られた予算を有効  活用！ 町を元気に！！
さらに積極予算を！！

特別会計・水道事業会計予算

 

予
算
用
語
の
説
明

《
一
般
会
計
》

　

町
が
行
う
行
政
運
営
の
基

本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
も

の
で
、
町
の
会
計
の
中
心
と

な
る
も
の
で
す
。

《
町
　
　
税
》

　

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
、
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る

税
金
の
こ
と
で
す
。

《
地
方
交
付
税
》

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、

国
が
徴
収
し
た
税
金
の
う
ち
、

町
の
財
政
状
況
な
ど
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

《
国
・
県
支
出
金
》

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業

な
ど
、
特
定
の
事
業
の
財
源

に
充
て
る
た
め
、国
ま
た
は
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

《
町
　
　
債
》

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め

に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借

り
る
町
の
借
金
で
す
。

《
特
別
会
計
》

　

町
が
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
一
般
会
計
と
区
別
し

て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

予　算　項　目 予　算　の　内　容 予　算　額

１　特別会計（※） 25億1,670万円（15.1％減）

(１)国民健康保険特別会計 医療費と、町民の健康を守る事業等 9億8,080万円 （3.3％減）

(２)後期高齢者医療特別会計 ７５歳以上の医療保険制度 9,690万円 （1.8％増）

(３)介護保険特別会計 要介護高齢者へサービス提供等 11億1,680万円 （0.2％増）

(4)宅地造成事業特別会計 藤田地区住宅団地の整備外 1,710万円（89.1％減）

(５)簡易水道事業特別会計(※） 飲料水供給事業（用、黒森、道海） 　０ 　（皆減）

(6)公共下水道事業特別会計 生活雑排水などの汚水処理事業 2億6,280万円（13.7％減）

(７)農業集落排水事業特別会計 生活雑排水などの汚水処理(伏熊、深沢、楢山) 4,230万円 （1.6％減）

２　水道事業会計

(１)収益的支出 浄水や給水などに要する費用 2億5,150万円（4.3％減）

(２)資本的支出 水道施設の整備に要する費用 1億2,076万円（27.7％減）

※　特別会計とは、一般会計に対して、特定の事業などを別個に処理する会計。
※　簡易水道事業特別会計は平成２８年度から、水道事業会計に統合。
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３月定例会

　
　
予
算
の
ゆ
く
え
を

解
剖
す
る
！！

28年度　総額74億円1,296 万円の骨格予算を審査
〈予算特別委員会〉

　
平
成
２８
年
度
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
長
に

宇
津
江
雅
人
議
員
、
副
委
員
長
に
佐
藤
敏
春
議
員
を
選
出
。

 
３
月
１７
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
６
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

 
町
長
選
後
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
２８
年
度
の
当
初
予
算
案
は
義
務
的

経
費
や
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

菊
地
委
員　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
山
里
交
流
館
（
や

ま
さ
ぁ
ー
べ
）
と
の
つ
な
が

り
、
青
苧
な
ど
の
地
域
産
業

の
振
興
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

と
理
解
し
て
い
る
が
職
員
の

地
域
魅
力
見
つ
け
た
い
と
の

連
携
が
こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
は
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長　

地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
山
里
交
流
館
に

２
人
、
青
苧
を
中
心
と
し
て

小
倉
交
流
館
に
１
人
配
属
し
、

専
門
的
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域

の
魅
力
見
つ
け
た
い
は
6０
集

落
の
う
ち
１３
集
落
で
活
動
し

て
お
り
、
特
に
過
疎
化
、
お

年
寄
り
の
み
の
地
域
で
、
集

落
維
持
活
動
に
職
員
が
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
お
互

い
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
地

域
振
興
に
結
び
付
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

安
食
委
員　

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
今

年
で
４
回
目
に
な
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

政
策
推
進
課
長　

ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
は
わ
が
町

の
重
要
文
化
的
景
観
に
マ
ッ

チ
し
、
各
お
店
な
ど
も
巻
き

込
ん
で
の
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
観
光
物

産
協
議
会
な
ど
実
行
委
員
会

を
中
心
に
１０
月
２
日
に
開
催

す
べ
く
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
主
な
質
疑

過
疎
を
く
い
と
め
ら
れ
る
か

に
ぎ
や
か
な
街
に
し
た
い

予
算
特
別
委
員
長

宇
津
江　
雅
人　
議
員

地域おこし協力隊員による野外教育
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28年度　総額74億円1,296 万円の骨格予算を審査
〈予算特別委員会〉

新
規
就
農
者
が
永
住
で
き
る
よ
う
！！

早
朝
か
ら
の
除
雪
運
転
手
に
感
謝
！！

松
田
委
員　

新
規
就
農
者
へ

の
独
立
し
た
生
活
基
盤
が
確

立
で
き
る
支
援
指
導
を
期
待

し
た
い
。
特
に
、
仕
事
の
な

い
冬
期
間
の
収
入
確
保
に
向

け
て
の
考
え
は
。

農
林
課
長　

家
族
で
移
住
し

て
る
方
も
お
り
、
５
年
で
の

生
活
基
盤
づ
く
り
は
大
変
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
で
き
る

限
り
の
応
援
を
し
て
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

関
野
委
員　

除
雪
運
転
手
の

賃
金
は
、
直
営
の
運
転
手
の

賃
金
だ
け
か
。

建
設
水
道
課
長　

賃
金
に
関

し
て
は
、
臨
時
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
賃
金
に
な
っ
て
お
り
、

新
年
度
も
、
２７
年
度
同
様
６

人
分
の
賃
金
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

関
野
委
員　

現
在
の
消
雪
道

路
の
路
線
は
、
ま
た
、
維
持

管
理
の
た
め
の
委
託
料
は
。

建
設
水
道
課
長　

路
線
に
つ

い
て
は
、
左
沢
駅
前
線
、
原

町
小
漆
川
線
、
原
町
旧
最
上

川
線
で
す
。
総
延
長
１
・
３

㎞
で
、
一
括
委
託
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
メ
ー
タ
ー
あ
た

り
千
円
位
の
委
託
料
に
な
り

ま
す
。

土
田
委
員　

柳
川
温
泉
の
利

用
状
況
は
。

農
林
課
長　

参
考
ま
で
２6
年

度
１
月
末
で
の
総
利
用
者
数

は
、
６
８
，
４
７
７
人
で
あ

り
、
平
成
２７
年
度
（
１
月

末
）
は
、
７
２
，
１
７
７
人

で
来
館
者
は
増
え
て
い
ま
す
。

国選定された街並みと日本の名車

排雪で生活道路の確保

自然の中で疲れをいやす（柳川温泉露天風呂）
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毛
利
委
員　

町
営
バ
ス
の
委

託
料
１
１
，
７
２
９
千
円
と

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
８
，

０
０
０
千
円
の
算
出
根
拠
は
。

政
策
推
進
課
長　

町
営
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
委
託
料

は
、
新
た
に
日
・
祝
祭
日
を

加
え
て
運
行
す
る
た
め
の
予

算
計
上
で
す
。

菊
地
委
員　

特
定
不
妊
治
療

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
不
妊

に
悩
む
夫
婦
に
と
っ
て
、
藁

を
も
縋
り
た
い
思
い
で
、
高

額
な
負
担
を
し
て
治
療
し
て

い
る
と
考
え
る
が
、
町
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

平
成
２4
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
１０
人
利
用
し
、
今
年

度
は
４
人
分
を
予
算
化
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
対
象
年
齢

は
4３
歳
未
満
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
他
市
町
村
の

動
向
を
見
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

伊
藤
委
員　

不
法
投
棄
対
策

協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
、

年
何
回
ぐ
ら
い
実
施
し
て
い

る
の
か
。

総
務
課
長　

村
山
地
区
不
法

投
棄
対
策
協
議
会
を
組
織
し

て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
県
、

市
町
村
、
建
設
業
者
な
ど
か

ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
の

対
策
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
、

町
衛
生
組
合
連
合
会
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

毛
利
委
員　

民
間
立
保
育
園

運
営
費
委
託
料
８
３
，
９
７

６
千
円
の
算
出
根
拠
は
。

健
康
福
祉
課
長　

国
が
定
め

る
全
体
の
運
営
費
に
対
し
て
、

保
育
料
を
差
し
引
い
た
金
額

を
国
が
２
分
の
１
、
町
と
県

が
４
分
の
１
を
負
担
し
て
い

ま
す
。

３月定例会

毛
利
委
員　

教
育
相
談
に
関

連
し
て
、
本
町
の
小
中
学
校

で
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
何

件
と
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
不
登
校
児
童
は
い
る

の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
の
定
義
が

近
年
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
認
知
と
い
う
意
味

で
は
、
あ
る
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
生
徒

も
お
り
ま
す
。
今
後
、
解
決

に
向
け
て
、
関
係
各
位
と
連

携
し
て
強
力
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

町
営
バ
ス
日
・
祝
祭
日
も
運
行
！！

不
法
投
棄
は

許
せ
な
い
！！

い
じ
め
、

不
登
校
対
策
は 不法投棄は法律により処罰されます

医者がよい買物に助かっています。
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佐
藤
委
員　

職
員
１
０
０
人

以
上
の
職
場
は
、
確
か
労
働

基
準
に
よ
り
、
障
害
者
の
雇

用
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
本
町
の
場
合
は

ど
う
か
。

総
務
課
長　

基
準
と
し
て
は
、

２
人
以
上
の
雇
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
雇
用
は
１
人
だ
が
、

障
害
の
程
度
に
よ
る
加
算
が

あ
り
、
基
準
は
ク
リ
ア
ー
し

て
い
ま
す
。

毛
利
委
員　

左
沢
高
等
学
校

生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

通
学
電
車
の
半
額
を
補
助
し

て
い
る
が
、
荒
戸
高
校
、
新

庄
神
室
産
業
高
等
学
校
等
の

設
置
町
村
で
は
、
入
学
祝
い

金
な
ど
を
補
助
し
て
い
る
と

聞
く
。
検
討
す
べ
き
で
な
い

か
。

教
育
文
化
課
長　

他
市
町
で

公
立
高
等
学
校
生
徒
に
対
し

て
い
ろ
い
ろ
な
補
助
金
を
交

付
し
、
生
徒
の
確
保
あ
る
い

は
、
学
校
の
特
色
を
支
援
し

て
い
る
事
実
を
承
知
し
て
い

佐
藤
委
員　

２８
年
度
も
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
を
計
画
し

て
い
る
が
、
何
人
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

教
育
文
化
課
長　

２７
年
度
は

生
徒
１２
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、

２８
年
度
は
１4
人
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

派
遣
先
は
米
国
モ
ン
タ
ナ

州
で
、
事
業
交
流
の
見
直
し

を
は
か
り
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

障
害
者
へ
の

雇
用
は

中
学
生
１４
人

を
海
外
派
遣

左
沢
高
校
生
徒

へ
の
支
援
を

まずは、通学費の支援から　にぎやかな左沢駅へ

日本百名山、朝日連峰の雄姿

松
田
委
員　

朝
日
連
峰
へ
の

登
山
客
は
年
々
増
加
し
て
い

る
。
そ
の
中
の
３
割
近
く
が

古
寺
鉱
泉
口
か
ら
の
利
用
者

で
あ
る
、
鉱
泉
の
近
く
に
あ

る
駐
車
場
の
整
備
の
考
え
は
。

町
長　

朝
日
連
峰
へ
の
登
山

者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
こ

と
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
２７
年
度
に
建
設
課
で
調

査
し
、
林
野
庁
へ
申
請
し
て

い
る
の
で
、

２９
年
度
ま
で

に
は
解
答
が

あ
る
も
の
と

理
解
し
て
い

ま
す
。
２
０

０
台
～
２
５

０
台
規
模
へ

拡
大
し
た
い
。

古
寺
鉱
泉
の

駐
車
場
整
備
を

ま
す
が
、
生
徒
の
確
保
と
同

高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
で
、

何
が
ベ
タ
ー
な
の
か
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

モンタナ州渓谷で汗をかく
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３月定例会

議案審議
一般会計補正予算（第５号、６号）

　補正予算は、一般会計・特別会計・水道事業会計が提案されました。
　一般会計の補正は歳入歳出に１億8,110万円を追加し、総額58億
4,470万円とするものです。
　採決の結果、すべて全会一致で原案のとおり可決しました。

⃝地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業費　５７０万円
⃝普通交付税（追加）　１億３，０４８万円
⃝地方消費税交付金（追加）　５，３００万円
⃝保育所運営費（追加）　３４９万円
⃝年金生活者等支援臨時福祉給付金事業費（追加）　４，０２２万円
⃝公立学校施設整備費（追加）　２７３万円
⃝保険基盤安定負担金（追加）　３７０万円
⃝ふるさとまちづくり指定寄附金（追加）　５００万円

⃝基幹システム改修業務委託料（追加）　１，１６０万円
⃝町有施設整備基金（追加）　２億３，２７３万円
⃝景観づくり基金（追加）１，０００万円
⃝ふるさとまちづくり寄付基金（追加）　５００万円
⃝年金生活者等支援臨時福祉給付金　３，９００万円
⃝いきいき子育て支援事業費補助金　１６３万円
⃝民間立保育園運営費委託料（追加）　６１７万円

歳　入

歳　出

主な補正予算

宇
津
江
議
員　

年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
は

早
い
人
で
、
年
度
内
に
支
給

さ
れ
る
方
も
い
る
。
間
に
合

う
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
３
月
２０
日

の
週
に
町
内
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
知
ら
せ
ま
す
。

宇
津
江
議
員　

対
象
者
は
何

人
か
。

健
康
福
祉
課
長　
１
，
３
０

０
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

毛
利
議
員　

介
護
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
が
２
，
３

０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い

る
要
因
は
。

健
康
福
祉
課
長　

当
初
見
込

ん
だ
施
設
利
用
者
の
減
少
と
、

国
が
定
め
る
介
護
区
分
の
報

酬
額
が
減
額
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

毛
利
議
員　

西
村
山
広
域
行

政
事
務
組
合
の
運
営
に
よ
る

「
明
鏡
荘
」
は
、
指
定
管
理

の
方
向
で
検
討
さ
れ
て
き
た

と
思
う
が
。

健
康
福
祉
課
長　

数
年
前
か

ら
指
定
管
理
の
方
向
で
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
２７

年
度
か
ら
指
定
管
理
で
運
営

さ
れ
ま
す
。

菊
地
議
員　

道
路
新
設
改
良

費
の
物
件
補
償
費
２
，
５
０

０
万
円
ほ
ど
減
額
な
っ
て
い

る
が
。

建
設
水
道
課
長　

町
道
藤
田

堂
屋
敷
線
の
物
件
補
償
に
つ

い
て
、
内
諾
を
得
て
い
る
の

で
す
が
、
事
業
年
度
と
の
兼

ね
合
い
か
ら
翌
年
度
に
計
上

す
る
も
の
で
す
。

伊
藤
議
員　

防
災
対
策
支
援

事
業
補
助
金
の
減
額
は
。

政
策
推
進
課
長　

マ
ー
レ
・

エ
ン
ジ
ン
コ
ン
ポ
ネ
ッ
ツ
の
南

側
の
崖
崩
れ
工
事
で
１
／
２

補
助
の
差
額
で
す
。

対
象
者
へ
早
期
に
お
知
ら
せ
を
！！

《
主
な
質
疑
》
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条例の制定・改正
　制定６件、改正1３件が全会一致及び賛成多数により可決されました。

新たに制定された条例
条　例　の　名　称 備　考

議第５号 大江町行政不服審査法施行条例 全会一致

議第６号 大江町空き家利活用モデル住宅条例 全会一致

議第７号 大江町営バスの設置及び管理に関する条例 全会一致

議第８号 大江町やまがた地鶏食鳥処理施設の設置及び管理に関する条例 賛成多数

議第９号 大江町農業委員会の委員の定数に関する条例 全会一致

議第10号 大江町農地利用最適化推進委員の定数に関する条例 全会一致

条例の一部改正
議第11号 大江町個人情報保護条例 全会一致

議第12号 大江町情報公開条例 全会一致

議第13号 大江町一般職の職員の給与に関する条例 全会一致

議第14号 大江町特別職に属する者の給与に関する条例 全会一致

議第15号 大江町税条例 全会一致

議第16号 大江町固定資産評価審査委員会条例 全会一致

議第17号 大江町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 全会一致

議第18号 大江町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例 全会一致

議第19号
大江町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例

全会一致

議第20号 大江町型住宅体験施設の設置及び管理に関する条例 全会一致

議第21号 大江町都市公園条例 全会一致

議第22号 大江町水道事業の設置等に関する条例 全会一致

議第23号 大江町水道事業に係る布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技
術管理者の資格基準に関する条例 全会一致

やまがた地鶏食鳥処理施設空き家利活用モデル住宅
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３月定例会
　

災
害
時
相
互
応
援
協
定
と
は
、
行
政
機
関
と
他
の
行
政
機
関
、

民
間
事
業
者
ま
た
は
各
種
団
体
等
と
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
協
定

を
締
結
し
、
災
害
時
に
お
け
る
人
的
・
物
的
支
援
に
つ
い
て
の

協
力
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

亘
理
町
と
は
、
仙
山
交
流
が
縁
で
平
成
２１
年
度
か
ら
交
流
を

続
け
て
お
り
、
大
江
町
が
他
の
単
独
の
市
町
村
と
結
ん
だ
初
め

て
の
災
害
協
定
に
な
り
ま
す
。

　

建
設
予
定
場
所
は
、
本
郷
東
小
学
校
校
舎
の
北
側
で
、
用
地

取
得
は
年
度
内
に
契
約
完
了
の
見
込
み
で
す
。

　

建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
、
西
山
杉
、
青
苧
入
り
和
紙
な

ど
使
用
し
本
町
の
独
自
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。
定
員
は
4０
人

を
予
定
し
、
平
成
２９
年
度
４
月
１
日
の
開
所
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

計
画
区
域
の
見
直
し
・
縮
小
が
主
な
内
容
で
す
。

　

藤
田
・
市
の
沢
・
下
北
山
地
区
は
、
下
水
道
に
よ
る
整
備
区

域
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
整
備
区
域
に
あ
ら
た
め
る
も

の
で
す
。

　

今
般
の
区
域
の
見
直
し
に
よ
り
、
町
内
に
お
け
る
合
併
処
理

浄
化
槽
整
備
区
域
全
域
が
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
１２
月
１５
日
開
催
、
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
の
推

進
や
、
朝
日
自
然
観
か
ら
古
寺
間
の
観
光
道
路
の
整
備
、
主
要

地
方
道
左
沢
浮
島
線
並
び
に
中
山
三
郷
寒
河
江
線
の
道
路
整
備

促
進
等
、
両
町
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

主
要
地
方
道
の
道
路
整
備
促
進
に
係
る
要
望
活
動
や
朝
日
自

然
観
か
ら
古
寺
間
の
観
光
道
路
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
継

続
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

行

諸

政

般

告

告

町長

議長

宮
城
県
亘
理
町
と
災
害
時
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
を
締
結
！！

本
郷
東
小
学
校
区
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設

大
江
朝
日
両
町
議
会
議
員

協
議
会
総
会

大
江
町
公
共
下
水
道
事
業

計
画
の
変
更

報

報
の

海と山の町との災害協定を締結する

本郷東小学校の入学式
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昨
年
１２
月
１７
日
に
、
大
江
西
川
両
町
の
議
長
が
山
形
県
知
事

始
め
県
土
木
整
備
部
、
村
山
総
合
支
庁
、
西
村
山
道
路
計
画
課

へ
訪
問
し
、
主
要
地
方
道
の
大
江
西
川
線
並
び
に
貫
見
間
沢
線

の
早
期
整
備
促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

２
月
１6
日
開
催

　

総
会
に
お
い
て
、
議
会
だ

よ
り
お
お
え
１
３
５
号
が
、

山
形
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
佳
作
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
２８
年
度
の
山
形
県
町

村
議
会
議
長
会
収
支
予
算
は
、

総
額
４
，
３
２
９
万
１
千
円

の
予
算
案
を
可
決
。
決
議
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
代

表
と
し
て
、
議
会
活
動
を
通

じ
て
、
行
財
政
改
革
、
地
方

創
生
の
推
進
、
農
林
商
工
業

振
興
対
策
の
強
化
、
少
子
化

対
策
の
推
進
及
び
社
会
福
祉

対
策
の
充
実
強
化
な
ど
１１
項

目
に
わ
た
る
施
策
の
実
現
を

図
る
と
し
た
決
議
を
全
会
一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

第
２１
回
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
議
会
だ
よ
り
「
お
お
え
第
１

３
５
号
」
が
佳
作
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

広
報
委
員
一
同
、
さ
ら
に
頑
張
り
ま
す
。

大
江
西
川
両
町
議
会
議
員

協
議
会

山
形
県
町
村

議
会
議
長
会

第
６７
回
定
期

総
会

さ
ら
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て編集モットー

ありのままに

議員の力で

わかりやすく

スピード発行

早期完成が望まれる大江西川線 
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３月定例会

11の公共施設
平成２８年度からの指定管理者

　町内の公の施設の指定管理者指定に関する議案
１１件を原案のとおり可決しました。
　指定管理の期間は、平成２８年４月１日から平成
３３年３月３１日までです。今後５年間、指定管理者
の意欲ある管理運営に期待がかかります。

意欲ある管理に期待

写真
№ 施　　設　　名 申　　請　　者 Ｈ２８年度指定管理料

（予算額　単位：万円）
１ 大江町健康温泉館

株式会社
大江町産業振興公社

　　０

２ 大江町シニアセンター ３８５

３ 大江町老人福祉センター柏陵荘 ３００

４ 大江町柳川温泉健康増進交流センター

４００
５ 大江町農村集落多目的共同利用施設

６ 大江町ふるさと交流館

７ 大江町体験農園施設

８ 大江町大山自然公園 ３００

９ 大江町型住宅体験施設 ２３０

10 大江町麻積水林館 小見区自治会 　　０

11 大江町貫見こぶし館 貫見区自治会 　　０

11

10

９

８

議会だより　おおえ　第139号 16



指定管理者を決定！
指定管理制度とは
　地方公共団体やその外郭団体に限定して
いた公の施設の管理・運営を株式会社をは
じめとした営利企業・財団法人・ＮＰＯ法
人・市民グループなどに包括的に代行させ
ることができる制度です。
　平成１５年９月に施行されました。

１

２ ３

４

７

５

６

（①～③はテルメ健康温泉館施設内）

（④～⑦は柳川温泉施設内）
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一般質問　

ここが聞きたい 新提言
　一般質問は、議員にとって住民からの重大な関心と期待を持たされる大事な議員活動です。町政全般に
わたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求める議員自らの政策提言を行い明らかにするもので
す。〈本会議場での持ち時間は１人１時間〉

　

議
会
の
傍
聴
は
、
以
前
か
ら
時
々
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

忙
し
い
と
き
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
を
見
て
い
ま
す
。

　

山
積
の
問
題
に
つ
い
て
、
議
員
一
人
一
人
が
一
般
質
問
な
り
、
本
会

議
で
の
質
疑
・
討
論
に
町
づ
く
り
の
た
め
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
姿

に
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
、
も
う
少
し
突
っ
込
ん
だ
質
問
が
欲
し
い
と
感
じ
ま
す
。
町
議

会
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

阿
部　

光
男
さ
ん
（
月
が
丘
）

見
ま
し
た
議
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ページ 質問者（登壇順） 質　　　　問　　　　項　　　　目

１９ 結城岩太郎 非正規雇用労働者の処遇改善等について

２０ 土田　勵一 大江町健康温泉館のＰＲの強化について

２１ 宇津江雅人 １．選挙権年齢の引き下げに伴う町の取組みを伺う
２．大江町名誉町民について

２２ 菊地　勝秀 ３期目の渡邉町政について

２３ 関野　幸一 １．保育園の統合について
２．デマンドタクシーの路線拡大は

次回定例会は、
６月開催予定です。

ぜひ傍聴においでください。

議会中継インターネットを配信しております。
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ここが聞きたい

結城 岩太郎 議員

非正規雇用労働者の処遇改善について

町長／待遇面を改善し有能な人材を確保することが重要

臨
時
職
員
の
多
く
は
、

新
規
任
用
を
繰
り
返
し

て
い
る
が
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
、
雇
用
保
険
な
ど
、

適
用
対
象
者
の
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

臨
時
職
員
５３
人
の
内
、

健
康
保
険
と
厚
生
年
金

が
適
用
と
な
る
方
は
4５
人
、

雇
用
保
険
が
適
用
と
な
る
方

は
44
人
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
転
手
な
ど
適
用
に
な
ら
な

い
方
も
い
る
。

臨
時
職
員
の
期
間
と
仕

事
内
容
、
ま
た
、
更
新

回
数
や
通
算
年
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
、
２7
年
度
の
直
近
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

事
務
補
助
の
臨
時
職
員

は
少
な
く
な
っ
た
も
の

の
、
介
護
保
険
事
業
関
連
、

保
育
士
、
子
育
て
支
援
は
１５

人
と
多
く
、
小
中
学
校
の
学

習
生
活
指
導
補
助
員
な
ど
は

８
人
と
専
門
的
な
業
務
が
増

え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

介
護
支
援
専
門
員
、
介

護
福
祉
士
、
保
育
士
、

看
護
師
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
有
資
格
者
等
に

つ
い
て
は
、
嘱
託
職
員
と
し
、

賃
金
引
き
上
げ
の
ほ
か
、
賞

与
を
支
給
す
る
な
ど
待
遇
改

善
を
で
き
な
い
か
。

臨
時
職
員
の
待
遇
面
を

改
善
し
、
有
能
な
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
が
よ
り
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

臨
時
職
員
の
労
働
状
況

を
把
握
し
、
希
望
や
意

欲
、
能
力
や
適
性
に
よ
っ
て

非
常
勤
職
員
あ
る
い
は
嘱
託

職
員
等
へ
の
移
行
な
ど
に
よ

り
、
待
遇
の
改
善
を
考
え
る

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
こ
と
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

し
、
少
子
で
有
能
な
人
材
を

確
保
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
資
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

現
状
と
課
題
分
析
と
と

も
に
、
隣
接
自
治
体
の

状
況
を
調
査
し
、
望
ま
し
い

あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」

と
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
非

正
規
と
正
規
の
賃
金
格
差
の

「
少
し
開
き
す
ぎ
」
の
部
分

を
改
善
す
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
と
思
う
。
安
定
し
た
労

働
と
賃
金
で
長
期
的
に
働
く

こ
と
で
安
心
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
社
会
全
体
が
活
気
づ

い
て
幸
福
度
が
増
す
と
思
う
。

町
長

世界でも
有数の経

済大国で

ある一方
で、見え

ない格差
に

悩まされ
る日本社

会、

これで良
いのか日

本！！
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一般質問　

土田　勵一 議員

大江町健康温泉館のＰＲの強化について

町長／「健康温泉館」の愛称として浸透しつつあります

大
江
町
健
康
温
泉
館
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
、
町
外
や
宮
城

県
な
ど
の
県
外
か
ら
の
観
光

入
浴
客
が
増
え
て
お
り
好
評

を
博
し
て
い
る
。

　

大
き
な
理
由
と
し
て
、
源

泉
か
け
流
し
で
熱
い
湯
、
適

度
の
湯
と
露
天
風
呂
が
あ
り
、

糖
尿
病
に
も
よ
い
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
日
に
よ
っ
て
色
が
変

わ
る
温
泉
も
珍
し
い
。
有
機

Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
照
明
花
火
も

入
湯
者
の
心
を
和
ま
せ
る
。

な
ん
と
い
っ
て
も
泉
質
が
こ

く
、
最
高
と
称
賛
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
温
泉
の

Ｐ
Ｒ
は
、
ど
う
な
の
か
。

　

あ
る
日
露
天
風
呂
で
、
本

町
出
身
で
神
奈
川
県
に
住
ん

で
い
る
方
か
ら
、
「
山
形
県

は
宣
伝
が
下
手
だ
。
大
江
町

も
そ
う
だ
よ
な
。
こ
ん
な
に

す
ご
い
温
泉
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
全
国
に
発
信
す

べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

　

商
標
登
録
の
ク
リ
ア
ー
な

ど
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
が

例
え
ば
「
日
本
一
温
泉
・
大

江
町
健
康
温
泉
館
」
な
ど
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
名
称
に

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用

し
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
長
の
所
見
を

問
う
。

質
問

健
康
温
泉
館
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
、
泉
質
の
良
さ
に
加
え
、

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
、
露
天
風
呂

の
整
備
に
加
え
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ラ
ジ
オ
等
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
き
た
結

果
、
利
用
客
が
順
調
に
伸
び

て
い
る
。

　

提
案
が
あ
っ
た
「
日
本
一

温
泉
」
な
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
い
愛
称
設
定
も
情
報
発

信
に
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
公
正
取
引
委
員
会
が

所
管
す
る
「
不
当
景
品
類
及

び
不
当
表
示
防
止
法
」
へ
の

抵
触
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。

町
長

好評を博している露天風呂の有機ELパネル

改修された柏陵荘の露天風呂で花見

議会だより　おおえ　第139号 20



ここが聞きたい

宇津江 雅人 議員

選挙権年齢の引き下げに伴う町の取組みを伺う

教育長／小中学校の教育から、より主権者意識を育てていくことが重要

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
、
今
年
の
６
月
１９
日
に
施

行
さ
れ
、
年
齢
１８
歳
以
上
２０

歳
未
満
の
者
が
選
挙
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

政
治
に
関
す
る
学
習
に
つ

い
て
、
小
中
学
生
徒
の
う
ち

か
ら
社
会
に
関
心
を
も
っ
て

主
体
的
に
参
画
す
る
意
識
を

持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

主
権
者
意
識
を
育
む
た
め

の
取
組
み
を
伺
う
。

学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、

政
治
に
関
す
る
学
習
は
、

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
の

社
会
科
に
お
い
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

中
学
校
で
は
社
会
科
の
公

民
的
分
野
に
「
民
主
政
治
と

政
治
参
加
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
、
選
挙
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
よ
う
取
扱
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
習
を
通
じ
て
、
よ
り
主

権
者
意
識
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

子
ど
も
が
自
主
性
や
主

体
性
を
も
っ
て
自
分
の

意
見
を
表
明
す
る
場
と
し
て

の
「
子
ど
も
議
会
」
は
主
権

者
意
識
を
育
む
た
め
に
も
良

い
機
会
と
考
え
る
が
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

学
校
、
保
護
者
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
事
前
指
導
も

必
要
で
す
。

　

町
制
施
行
の
節
目
の
時
期

な
ど
を
基
本
に
検
討
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

名
誉
町
民
第
１
号
の
元

県
知
事
の
功
績
を
た
た

え
る
た
め
、
町
民
の
目
が
と

ま
る
よ
う
な
場
所
に
顔
写
真

と
か
功
績
の
記
事
を
顕
彰
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

今
後
、
小
中
学
校
で
の

教
育
や
町
勢
要
覧
な
ど

町
の
文
献
等
を
発
行
す
る
際

に
、
記
載
す
る
よ
う
努
め
、

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

元
東
京
都
知
事
の
親
が

当
町
出
身
で
あ
り
、
名

誉
町
民
の
条
例
に
は
「
町
に

特
別
縁
故
深
い
者
で
…
」
と

あ
り
、
推
挙
は
で
き
な
い
も

の
か
。亡

く
な
ら
れ
て
か
ら
時

間
が
経
過
し
、
現
実
的

に
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

町
長

町
長

歴代町長
、議長の

写真顕彰
と同じよ

うに

名誉町民
の顕彰も

欲しい。

大
江
町
名
誉
町
民
に
つ
い
て

町
長
／
小
中
学
校
で
の
教
育
や

　
町
勢
要
覧
で
周
知
を
図
っ
て
行
く

質
問

議会だより　おおえ　第139号21



一般質問　

菊地 勝秀 議員

渡邉町政３期目に問う

町長／町民とつながり、公約を実行する

今
回
の
選
挙
で
「
明
る

く
広
が
り
強
く
つ
な
が

る
大
江
町
。
心
の
通
う
あ
っ

た
か
い
町
政
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
１８
の

公
約
を
掲
げ
、
総
仕
上
げ
の

４
年
間
と
し
て
訴
え
、
大
差

で
の
３
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
ど
の
よ

う
な
認
識
と
見
解
を
お
持
ち

か
伺
う
。

今
回
の
得
票
は
「
も
う

少
し
や
っ
て
み
ろ
、
元

気
に
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う

激
励
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ご

批
判
の
票
は
、
真
摯
に
受
け

止
め
、
「
批
判
な
き
政
治
は

衰
退
す
る
。
」
と
い
う
政
治

学
の
原
点
に
し
た
が
っ
て
、

今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
の
方
々
に
意
見
を
い
か

に
し
て
吸
い
上
げ
る
か
、
公

式
な
も
の
と
し
て
あ
る
い
は
、

非
公
式
な
も
の
と
し
て
勤
め

て
ま
い
り
た
い
。

　

公
約
の
数
は
、
か
な
り
蓋

然
性
の
高
い
も
の
で
、
今
後

の
４
年
間
の
中
で
邁
進
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

首
長
と
職
員
が
、
民
間

の
経
営
感
覚
を
取
り
入

れ
町
の
政
策
を
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
首

長
は
社
長
、
副
町
長
は
専
務
、

課
長
は
取
締
役
、
住
民
は
税

金
を
納
め
て
く
れ
る
「
顧

客
」
と
い
う
考
え
で
「
町
を

経
営
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
の
再
建
と
言
う
４

文
字
か
ら
始
ま
っ
た
私

の
任
期
の
中
で
は
、
職
員
の

努
力
、
町
民
の
深
い
ご
理
解

上
で
数
億
円
だ
っ
た
財
政
調

整
資
金
的
な
も
の
を
１５
億
程

度
、
ト
ー
タ
ル
で
言
え
ば
２７

億
と
言
う
方
も
い
ま
す
。
５０

億
の
１
０
０
分
の
１
の
貯
蓄

論
を
実
行
で
き
な
い
自
治
体

は
い
か
が
な
も
の
か
。
３０
億

の
基
金
が
い
け
な
い
の
に
１５

億
の
基
金
し
か
な
い
、
し
か

し
、
こ
れ
も
血
の
に
じ
む
努

力
の
結
果
で
あ
り
そ
の
辺
を

ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
と
今
後

の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
。

　

社
長
と
し
て
投
資
が
無
駄

に
な
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
、
着
実
に
一
つ
ひ
と
つ

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

質
問

昔
「
カ
ム
イ
伝
」
と
言

う
劇
画
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
の
舞

台
に
、
様
々
な
階
級
の
人
間

模
様
を
描
い
た
も
の
で
す
。

人
々
の
つ
な
が
り
と
、
人
を

愛
す
る
が
故
、
権
力
に
向

か
っ
て
行
く
こ
の
物
語
が
私

の
生
き
る
大
き
な
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
長
の

政
策
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
も
の
を
伺
う
。

末
つ
え
に　

大
海
と
な

る　

山
水
も　

し
ば
し

木
の
葉
の　

下
く
ぐ
る
な
り

　

私
の
素
養
は
、
伝
統
社
会

の
中
で
、
自
分
が
自
分
な
り

に
考
え
た
事
を
ど
う
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
生
き
て
行
く
か

と
言
う
こ
と
が
私
た
ち
の
人

生
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

誰
に
で
も
弱
者
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
行
政
は
、

個
人
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
く
、
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
を
、
応
援
、
支
援
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
町
民
に
安
心
感
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
こ
れ
が
最

初
で
は
な
い
か
。

町
長

町
長

町
長

青春時代
に友と

語りあっ
たこと、

行動した
ことが原

点で今に
至る。

それは、
思いやり

と

やさしさ
だった。

質
問

大江町役場

桜に囲まれた舟唄温泉
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ここが聞きたい

関野 幸一 議員

保育園の統合について

町長／わかば保育園に統合するのが望ましい

保
育
園
の
統
合
問
題
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
、

平
成
３０
年
度
に
、
さ
く
ら
保

育
園
と
わ
か
ば
保
育
園
を
ひ

と
つ
に
統
合
す
る
方
針
を
示

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、

い
ま
一
度
、
町
民
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
統
合

が
い
い
の
か
、
移
転
が
よ
い

の
か
、
再
度
、
議
会
と
議
論

を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

所
見
を
伺
う
。

少
子
化
と
い
う
課
題
が

あ
る
な
か
で
、
町
立
保

育
園
が
今
後
と
も
民
間
立
の

幼
稚
園
、
保
育
園
と
共
存
す

る
場
合
、
町
立
保
育
園
の
統

合
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で

あ
る
。統
合
す
る
場
合
、周
辺

の
環
境
等
を
考
え
、「
町
立
保

育
園
の
あ
り
か
た
検
討
委
員

会
」
か
ら
の
報
告
の
と
お
り
、

わ
か
ば
保
育
園
に
統
合
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
、
議
員
各

位
に
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

平
成
２５
年
に
お
こ
な
わ

れ
た
３
回
の
「
町
立
保

育
園
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
で
は
、
保
育
園
の
保
護

者
は
２
人
し
か
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
。

　

当
時
と
状
況
が
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
再
度
、
町
民
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
り
、
保

育
園
、
幼
稚
園
の
保
護
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
、
町
民

と
子
供
の
た
め
に
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題

で
は
な
く
、
職
員
の
配

置
の
件
で
ず
っ
と
準
備
を
し

て
き
て
、
こ
れ
ま
で
町
内
の

幼
稚
園
、
保
育
園
の
様
々
な

問
題
を
ク
リ
ア
し
て
き
て
段

取
り
を
き
め
て
き
た
。
段
取

り
論
、
財
政
面
、
有
資
格
者

の
総
合
的
な
件
で
、
こ
こ
で

舵
を
取
る
こ
と
が
可
能
か
と

言
っ
た
ら
可
能
で
は
な
い
と

思
う
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
町
内
の
交

通
弱
者
の
方
々
の
た
め
に
も
、

町
内
を
巡
回
で
き
る
よ
う
な

路
線
を
早
急
に
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

小
見
地
区
や
月
が
丘
地

区
、
市
の
沢
地
区
な
ど

は
、
対
象
外
地
域
で
あ
る
も

質
問

質
問

質
問

の
の
、
実
際
の
道
の
り
や
、

地
形
の
高
低
差
な
ど
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を

調
査
し
た
う
え
で
、
財
政
的

な
面
も
含
め
て
総
合
的
な
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
２８
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
町
営
バ
ス
の
単
独
で
運

行
す
る
こ
と
で
、
左
沢
線
と

の
接
続
を
改
善
し
、
町
営
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と

も
に
日
曜
・
祭
日
も
運
行
い

た
し
ま
す
。

実
際
バ
ス
停
ま
で
お
年

寄
り
の
方
々
が
歩
い
て

行
け
る
の
か
、
冬
期
間
風
除

け
の
な
い
バ
ス
停
で
バ
ス
を

待
つ
こ
と
は
な
か
な
か
大
変

だ
と
思
う
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
路

線
拡
大
と
充
実
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

い
ろ
い
ろ
と
規
制
が
あ

る
が
、
バ
ス
の
経
路
を
含
め
、

交
通
の
弱
者
・
高
齢
者
の

方
々
が
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
研
究
し
て
い
き
た
い
。

町
長

町
長

町
長

町
長

統合につ
いて町民

の

皆さんの
本音を聞

かせて!!

町民アン
ケート

やってく
ださい。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
路
線
拡
大
は

町
長
／
実
態
を
調
査
し
検
討
し
て
い
く

質
問
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委員会報告

子
育
て
し
や
す
い
町
を
訪
ね
ま
し
た
！！

信
頼
さ
れ
る
身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
て
！！

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
調
査

議
会
運
営
委
員
会
行
政
調
査

調
査
日

平
成
２８
年
１
月
２１
日
（
金
）

場
所
　

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
議
会

目
的

　
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
施
策
や
、
子
育
て
支
援
を

学
び
ま
し
た
。

調
査
日

平
成
２８
年
２
月
２９
日
（
月
）

場
所
　

山
形
県
東
田
川
郡
三
川
町

議
会

目
的

　
次
の
件
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
①
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

 

調
査
の
収
穫

　

①
若
い
世
代
の
定
住
化
促

進
の
た
め
平
成
２３
年
度
か
ら
、

満
１８
歳
ま
で
医
療
費
を
無
料

化
し
て
い
る
。

　

②
出
産
祝
い
金
や
子
育
て

支
援
と
し
て
、
平
成
１５
年
か

ら
第
３
子
以
降
３０
万
円
支
給

開
始
し
た
。（
１８
年
か
ら
２０
万

く
諸
活
動
に
つ
い
て

　
②
一
般
質
問
に
つ
い
て

 

調
査
の
収
穫

１　

平
成
２３
年
１２
月
に
議
会

基
本
法
制
定
し
、
議
会
報
告

会
、
小
中
学
生
と
の
議
会
会

場
で
の
懇
談
会
、
商
工
業
者
、

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会

等
、
町
民
と
の
対
話
を
重
ね
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
身
近
な

円
に
減
額
、
支
給
対
象
者
は

２３
年
度
３２
人
、
２6
年
度
は
２4

人
）

　

③
給
食
費
無
償
化
、
平
成

２３
年
度
か
ら
保
育
園
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
の
給
食

費
の
無
料
化
に
踏
み
切
っ
た
。

　

全
国
的
な
学
校
統
廃
合
の

流
れ
の
中
で
、
滑
川
町
で
は

平
成
２２
年
に
３
校
目
の
小
学

校
が
開
校
し
て
い
る
。
ま
た
、

認
可
保
育
園
は
１
園
か
ら
４

園
、
学
童
保
育
所
も
１
か
所

か
ら
６
ヶ
所
に
増
設
し
て
い

る
。
 

所　
感

　

町
民
か
ら
は
、
「
医
療
費

の
窓
口
支
払
い
も
な
く
、
対

象
年
齢
も
拡
大
さ
れ
非
常
に

助
か
っ
て
い
る
」
と
の
評
価

を
多
く
得
て
い
る
。
給
食
の

無
償
化
は
保
護
者
か
ら
滑
川

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感

謝
し
て
い
る
姿
が
随
所
に
み

ら
れ
た
。

　

出
産
祝
い
金
の
充
実
や
給

食
費
の
無
料
化
等
、
斬
新
か

つ
独
自
性
を
も
っ
た
政
策
を

今
後
の
参
考
に
し
た
い
と
強

く
感
じ
た
。

議
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

２　

各
定
例
議
会
最
終
日
に
、

議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

反
省
点
の
解
決
を
次
回
の
定

例
議
会
に
向
け
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

３　

一
般
質
問
で
は
、
議
員

各
自
の
質
問
内
容
を
事
前
に
、

各
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
に

配
備
し
て
自
由
に
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
９
月
定
例
議
会
で
は
、

夜
間
議
会
を
開
催
し
て
、
傍

聴
者
増
を
図
っ
て
い
る
。

 

所　
感

　

身
近
な
議
会
を
実
践
し
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
姿
に
見

習
う
べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
子
育
て
支

援
対
策
も
充
実
し
て
お
り
、

出
生
祝
い
金
第
１
子
１０
万
円
、

２
子
目
３０
万
円
、
３
子
目

５０
万
円
（
５
年
間
で
分
割
）。

保
育
料
無
料
等
を
行
い
、
若

い
世
代
の
人
口
が
増
え
て
い

る
。
我
が
町
も
三
川
町
の
真

髄
を
学
ば
な
け
れ
ば
と
強
く

感
じ
た
。
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みなさまからの請願
　

３
月
定
例
議
会
で
２
件
の

請
願
が
採
択
さ
れ
、
１
件
は

政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

《
請
願
第
１
号
》

　

「
奨
学
金
制
度
の
充
実
と

教
育
費
負
担
の
軽
減
を
求
め

る
請
願
」

《
請
願
者
》

一
般
社
団
法
人

山
形
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長　

岡
田　

新
一

《
請
願
の
趣
旨
》

　

奨
学
金
利
用
者
は
、
大
学

生
の
２
人
に
１
人
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
不
安
定

雇
用
や
低
賃
金
に
よ
り
、
卒

業
し
て
も
返
済
に
苦
し
み
、

滞
納
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
趣
旨
を

理
解
さ
れ
、
貴
議
会
で
採
択

し
て
い
た
だ
き
、
政
府
に
意

見
書
の
提
出
を
請
願
し
ま
す
。

《
請
願
第
２
号
》

　

「
大
江
町
議
会
議
場
に
町

旗
・
国
旗
の
掲
揚
を
求
め
る

請
願
」

《
請
願
者
》

自
由
民
主
党
大
江
町
支
部　

副
支
部
長　

鴨
田　

富
士
夫

《
請
願
の
趣
旨
》

　

本
町
の
公
共
の
場
で
、
す

で
に
定
着
し
て
い
る
国
旗
掲

揚
と
町
旗
の
掲
揚
を
大
江
町

議
会
議
場
に
設
置
す
る
よ
う

請
願
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

慎
重
審
議

　

請
願
第
２
号
「
大
江
町
議

会
議
場
に
国
旗
・
町
旗
の
掲

揚
を
求
め
る
請
願
」
は
、
３

月
１０
日
の
本
会
議
で
、
全
会

一
致
で
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ

た
本
案
件
を
１１
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
活
性
化
委
員
会
も

設
置
さ
れ
た
こ
と
だ
し
、
も

う
少
し
話
し
合
い
の
場
を
設

け
て
検
討
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が

多
数
を
占
め
、「
継
続
調
査
」

の
手
続
き
を
取
る
よ
う
決
ま

り
ま
し
た
。

継
続
調
査
を
再
度
審
議

す
る
よ
う
促
す

　

議
会
最
終
日
の
３
月
２２
日
、

本
会
議
で
総
務
文
教
常
任
委

員
会
の
継
続
審
査
の
採
決
に

入
り
、
賛
成
と
反
対
が
５
対

５
の
同
数
と
な
り
、
議
長
裁

量
の
結
果
、
再
度
委
員
会
で

時
間
を
指
定
し
、
審
議
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
時
間
内
に

結
論
で
ず

　

同
委
員
会
で
は
、
再
度
、

請
願
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
が
、
時
間
内
で
は
結
論
が

出
ず
、
継
続
審
査
の
ま
ま
、

再
度
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、

議
長
は
、
本
請
願
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
賛
否
を
取
る

た
め
、
反
対
討
論
と
賛
成
討

論
を
諮
り
ま
し
た
。

松
田　
敏
男
議
員

　

安
保
関
連
法
案
・
集
団
的

自
衛
権
、
特
定
防
衛
秘
密
保

護
法
と
か
、
現
在
の
世
情
を

鑑
み
、
国
旗
を
議
場
に
掲
げ

る
こ
と
は
、
今
の
政
府
が
ら

み
と
し
か
思
え
な
い
。

　

な
ぜ
、
急
い
で
い
る
の
か
、

議
員
全
員
で
活
性
化
委
員
会

等
で
論
議
深
め
て
か
ら
で
も

遅
く
な
い
。

　

ま
た
、
今
年
の
防
衛
大
学

校
の
卒
業
式
で
は
任
官
拒
否

4５
人
で
、
今
ま
で
最
も
多
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

何
を
意
味
す
る
の
か
。

　

議
場
に
掲
揚
す
る
こ
と
は
、

議
会
の
た
め
に
良
い
方
向
に

は
な
ら
な
い
。

伊
藤　
慎
一
郎
議
員

　

県
内
の
各
町
村
で
議
場
に

国
旗
・
町
村
旗
を
掲
げ
て
い

る
町
村
は
掲
げ
て
い
な
い
町

村
の
方
が
多
い
。

　

よ
っ
て
町
民
の
意
見
を
広

く
聞
き
、
議
会
活
性
化
委
員

会
で
論
議
を
し
、
６
月
議
会

ま
で
に
継
続
審
査
し
て
も
良

い
の
で
は
。

結
城　
岩
太
郎
議
員

　

自
国
の
国
旗
に
敬
意
と
誇

り
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
世

界
の
常
識
で
あ
り
、
お
互
い

の
国
旗
を
尊
重
し
あ
う
地
域

環
境
づ
く
り
が
今
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

国
旗
は
、
自
国
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
り
、
国
家
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
と
し
て

国
民
の
意
識
と
生
活
に
根
付

い
て
お
り
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
初
め
国

際
的
行
事
の
際
に
は
国
旗
が

掲
揚
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
に
大
江
と
い
う
郷
土

に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
町
民
の
代
表
で

構
成
さ
れ
る
議
会
の
議
場
に

町
旗・国
旗
の
掲
揚
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

宇
津
江　
雅
人
議
員

　

国
旗
を
集
団
的
自
衛
権
と

か
侵
略
戦
争
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
政
治
的
な
場
で
利
用
す

る
発
言
と
、
議
場
に
掲
揚
す

る
議
論
と
は
違
う
リ
ン
ク
で

あ
り
ま
す
。

　

国
旗
は
そ
の
国
の
固
有
の

文
化
の
象
徴
で
あ
り
、
議
場

に
町
旗
と
併
用
し
掲
げ
る
こ

と
に
対
し
、
違
和
感
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

国
に
誇
り
を
持
ち
、
他
国

の
国
旗
を
尊
重
す
る
国
際
感

覚
を
養
う
こ
と
は
大
切
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

８
名

　

２
名

み
な
さ
ま
か
ら
の

賛
成

反
対
討
論

請

願

採
決
の
結
果

 

反　
対

 

反
対
討
論

 

賛　
成

 

賛
成
討
論

議場に国旗と町旗をかかげている町
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臨時会　　

議
第
１
号

平
成
２７
年
度
大
江
町

一
般
会
計
補
正
予
算

　

低
所
得
者
一
世
帯
あ
た
り
、

最
大
５
，
０
０
０
円
の
灯
油

等
購
入
費
を
助
成
す
る
。

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

１
５
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
５6
億
６
，
３
６
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

議
第
２
号

財
産
の
取
得

（
中
央
公
民
館
の
備
品
）

１　

購
入
品
名

　
　

 

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、

　
　

椅
子
外

２　

購
入
金
額

　
　

２
，
３
２
２
万
円

３　

購
入
先

　
　

大
江
町
大
字
左
沢

　
　

３
６
２
番
地

　
　
（
有
）長
崎
屋
文
具
店

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　

小
国　

利
宏

議
第
３
号

財
産
の
取
得

（
図
書
館
の
備
品
）

１　

購
入
品
名

　
　

図
書
館
用
書
架
外

２　

購
入
金
額

　
　

２
，
３
２
２
万
円　

３　

購
入
先

　
　

山
形
市
旅
篭
町
３
丁

　
　

目
５
番
３９
号

　
　

山
形
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

　
　
（
株
）代
表
取
締
役

　
　
　
　
　

木
村　

芳
美

 

専
決
処
分

報
告
第
１
号

大
江
町
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入
に
係
る
財
産

の
取
得
の
一
部
変
更

○
購
入
金
額

　

変
更
前
７
５
６
万
円

　

変
更
後
７
７
６
万
円

報
告
第
１
号

平
成
２６
年
度
（
繰
越

明
許
）
町
道
諏
訪
堂

中
山
線
大
江
大
橋
橋

梁
補
修
工
事
請
負
金

額
の
一
部
変
更

○
変
更
金
額

　

変
更
前
６
，
１
５
６
万
円

　

変
更
後
６
，
３
０
９
万
円

灯油等購入費助成に150万円
－第１回臨時会　平成２8年１月２7日－

木の薫りがする図書館が間もなく完成ガラス張りの図書館

補修された大江大橋
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　　臨時会

地方創生加速化交付金
4，218万３千円が内示
－第２回臨時会　平成２8年３月２9日－

・
町
外
か
ら
本
町
に
移
り
住

み
、
就
農
研
修
を
開
始
す
る

方
へ
の
生
活
拠
点
と
し
て
寄

宿
舎
を
運
営
す
る
経
費
と
し

て
、
３
，
７
２
０
千
円
を
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

・
Ｊ
Ａ
寒
河
江
西
村
山
所
有

の
倉
庫
を
改
修
し
、
新
規
就

農
者
等
が
農
機
具
、
作
業
所

等
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
共
同
利
用
作
業

所
を
整
備
す
る
た
め
、
７
，

５
０
０
千
円
を
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

・
や
ま
が
た
地
鶏
の
振
興
と

販
路
拡
大
を
目
指
し
た
支
援

事
業
と
し
て
、
７
，
０
０
０

千
円
を
追
加
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
産
地
消
や
農

商
工
連
携
に
つ
な
げ
る
た
め
、

商
工
会
が
主
体
と
な
っ
て
町

内
の
農
産
部
物
等
を
活
用
し

た
特
産
品
開
発
に
取
り
組
む

た
め
、
７
，
０
０
０
千
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
山
地
区
の
一
市
四
町

で
取
り
組
む
、
西
村
山
Ｄ
Ｍ

Ｏ
「
山
形
ど
ま
ん
な
か
探
訪

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
の
活

動
を
加
速
化
さ
せ
、
デ
ー

タ
ー
に
基
づ
く
観
光
振
興
と

戦
略
的
な
創
業
・
起
業
支
援

を
推
進
す
る
た
め
、
６
，
８

４
６
千
円
が
追
加
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
家
の
担
い

手
確
保
経
営
強
化
支
援
事
業

費
補
助
金
６
，
９
４
４
千
円
、

研
修
施
設
経
費
８
６
７
千
円

な
ど
、
総
額
４
９
，
２
０
０

千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算

地
方
版
総
合
戦
略
へ
の
取
り
組
み

　
国
は
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対
応
と
し
て
、
「
希
望
を
生
み
出
す
強

い
経
済
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
た
、
「
子
育
て
支
援
」
や
「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保

障
」
も
含
め
「
新
・
三
本
の
矢
」
の
取
り
組
み
に
貢
献
す
る
た
め
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
創
設
し
た
。
本
町
へ
の
内
示
額
は
４
，
２
１
８
万
３
千
円
。
３
月
２９
日
の
臨
時
議
会
に

補
正
予
算
と
し
て
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

新
規
就
農
育
成
・

経
営
力
強
化
支
援
事
業

山
形
ど
ま
ん
な
か
探
訪プロ

ジ
ェ
ク
ト

や
ま
が
た
地
鶏
の
振
興
・

食
を
通
し
た
特
産
品
開
発
支
援

が
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
な
お
、
質
疑
に
あ
た
っ

て
は
、
や
ま
が
た
地
鶏
の
販

路
拡
大
に
向
け
た
具
体
的
な

対
応
策
、
本
町
の
特
産
品
開

発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

の
コ
ン
セ
プ
ト
、
新
規
就
農

者
の
受
け
入
れ
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

やまがた地鶏共同作業所となる旧JA本郷支所倉庫
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３
月
は
、「
別
れ
の
月
」

で
す
。
学
校
の
卒
業
式
、
あ

る
い
は
長
年
仕
事
を
し
て
の

退
職
な
ど
、
人
は
し
ば
し
の

思
い
に
浸
り
ま
す
。
で
も
、

新
し
い
出
会
い
が
す
ぐ
に
訪

れ
ま
す
。
そ
う
で
す
胸
弾
ま

せ
る
４
月
「
出
会
い
の
月
」

は
、
入
学
式
、
入
社
式
、
そ

し
て
新
し
い
年
度
の
始
ま
り

で
す
。
希
望
を
持
ち
、
新
た

な
出
会
い
の
中
で
旅
立
つ
と

き
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
今
回
の
タ

イ
ト
ル
は
、「
未
来
へ
・
希

望
の
町
づ
く
り
」
で
す
。
ま

さ
に
、
今
の
季
節
の
よ
う
に
、

様
々
な
色
模
様
の
淡
い
色
か

ら
一
面
輝
け
る
み
ど
り
に
な

る
こ
と
を
予
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

町
長
選
挙
が
あ
り
、
骨
格

予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
臨

時
議
会
で
は
、
国
の
地
域
創

生
加
速
化
交
付
金
の
内
示
を

受
け
た
事
業
実
施
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
４
月

末
に
は
、
政
策
の
予
算
を
盛

り
込
ん
だ
補
正
予
算
の
審

議
・
採
決
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
な
ど
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ
前
を

見
て
、
未
来
へ
・
希
望
の
町

づ
く
り
目
指
し
て
、
町
民
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
た
い
も

の
で
す
。（

記
・
菊
地　

勝
秀
）

☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

【
発
行
責
任
者
】　

◆
議　
　

長　

小
野　

祐
一

【
大
江
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

◆
委
員
長　

宇
津
江
雅
人

◆
副
委
員
長　

毛
利
登
志
浩

◆
委　
　

員　

関
野　

幸
一

◆
委　
　

員　

菊
地　

勝
秀

　

「
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
生
そ
の
も
の

だ
」
長
嶋
茂
雄
さ
ん
が
巨
人
軍
監
督
の
頃
か
ら
書

い
て
い
た
言
葉
で
す
。

　

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
野
球
が
好
き
で
、
特

に
長
嶋
選
手
に
は
強
い
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
挙
手
一
投
足
に
感
激
し
、
考
え
方
や
発
し

た
言
葉
す
ら
心
に
留
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
球
の
基
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
す
、
常
に

自
分
本
位
で
な
く
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
受

け
や
す
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
の
が
上
手
な
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
で
す
。

　

ま
た
、
野
球
は
広
い
場
所
で
試
合
を
し
ま
す
の

で
沢
山
の
選
手
が
い
ま
す
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
誰
も

打
て
な
い
よ
う
な
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
も
そ
れ
を
受

け
る
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
な
け
れ
ば
ダ
メ
、
ゴ
ロ

や
フ
ラ
イ
を
打
た
れ
た
ら
守
れ
る
人
が
い
な
け
れ

ば
ダ
メ
、
ひ
と
り
じ
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
。
み
ん
な

の
力
、
選
手
だ
け
で
な
く
控
え
の
選
手
や
応
援
し

て
く
れ
る
人
た
ち
、
家
族
の
力
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
人
の
力
が
存
分
に
働
い
た
と
き
に
い
い
結
果
が

生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
も
世
の
中
の
い
ろ
ん
な
組
織

や
会
社
の
運
営
と
似
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

「
野
球
の
試
合
は
長
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
、
三
振
・
四
球
・
ス
リ
ー
ア
ウ

ト
・
４
つ
の
塁
・
９
イ
ニ
ン
グ
制
な
ど
、
ど
う
し

て
一
発
勝
負
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
？

　

野
球
は
ミ
ス
の
ゲ
ー
ム
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
、

い
か
に
ミ
ス
を
少
な
く
す
る
か
、
そ
の
ミ
ス
を
ど

の
よ
う
に
挽
回
す
る
か
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
た
め
に
９
イ
ニ
ン
グ
も
や
る
ん
で
す
。
そ
の
間
、

代
打
・
代
走
、
投
手
・
選
手
交
代
な
ど
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
必
死
に
カ
バ
ー
し
よ
う
と
頑
張
り
ま

す
。
で
も
、
相
手
も
頑
張
る
の
で
な
か
な
か
自
分

の
都
合
が
い
い
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
っ
た

く
人
生
そ
の
も
の
で
す
。

　

自
分
の
人
生
を
顧
み
て
も
全
部
野
球
の
１
試
合

の
流
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
、
そ
ろ
そ
ろ
ゲ
ー
ム

も
終
盤
戦
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
や
若
い
選
手
に
助
け
ら
れ
て
、
あ
わ
よ

く
ば
延
長
戦
に

持
ち
込
ん
で
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
、

と
い
う
の
は
都

合
が
良
す
ぎ
ま

す
か
？

菊地　正憲
（１区）

私
も
ひ
と
こ
と

編
◆

集
◆

後
◆

記

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

　

前
号
１
３
９
号
の
２７
ペ
ー
ジ
の
文
章
の
中
で
高
橋　

伸
広
氏
と

あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
高
橋　

信
博
氏
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

議会だより　おおえ　第139号 28


